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クリスマスメッセージ  

飼い葉桶に生まれたイエスさま  

 

「あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み子を見

つけるであろう。」ルカによる福音書 2 章 12 節  

 

福永保昭（恵泉バプテスト教会牧師）  

 

世界で最初のクリスマスは、小さな場所で起こりました。小さな町ベ

ツレヘムの家畜小屋にイエスさまは誕生されました。聖書には「飼い葉

桶に寝ている」とあります。若いマリ アとヨセフ、彼らには泊まる場所

がなく、乳飲み子は家畜のえさ箱に寝かされたのでした。イエス・キリ

ストは小さく貧しい場所にお生まれになったのです。  

イエスさまの誕生は、宮殿に住む王様のように多くの人々に囲まれて

黄金のベッドに寝かされた誕生ではありませんでした。ベツレヘムとい

う小さな村の片隅。追いやられた場所。寝る場所さえ見つからないとこ

ろにお生まれになりました。  

それは、今も世界各地の戦闘の中で傷ついている人々、多くの課題の

中であえぎながら懸命に生きている人々のその場所にお生まれになった

ことを意味します。  

神さまが造られた私たち一人一人の命は尊く、誰一人として排除され

るものではありません。人間はというと、互いの命を無視し、排除し戦

いを続けようとします。そんな世界にあって、神のみ子は、人々が排除

しようとする小さな場所にお生まれになります。神がすべての命を慈し

み愛される証拠がここにあります。イエスさまは今日も、一人一人をな

いがしろにせず、小さな私たちのところに生まれ続けてくださるのです。 

 

私たちの心の中には、飼い葉桶と言いたくなるような場所があるので

はないでしょうか。人になかなか見せることのできない貧しく汚い心の

内があり、どうしようもない叫びを持っています。さみしさや悲しみを

抱いている心の飼い葉桶と言いたくなる場所です。この思いを人に相談

できる時もあれば、誰にも言えず苦しむ時もあります。自分にしかわか

らないのだと孤独になる時さえあります。イエスさまはそんな心の飼い

葉桶に生まれ、私たちの心の深い思いをすべて知り、今日も寄り添い、



共におられます。  

 

数年 前の こと で す。 私た ちの 教会 の 幼稚 園に 入園 され た お子 さん は、

重い障がいを持っておられました。ご両親は、この子の将来をどうして

あげることができるか、大変悩み、幼稚園を訪れました。そこで、一人

一人の命が神様に愛されていることを知りました。その時、彼らの中に

生きる勇気と希望の光が射してきたのです。この子と共に生きて いこう、

と力が湧きました。それまで苦しく暗い家族の食卓は、神のくださる恵

みを信じる光が射す食卓に変わっていきました。家族に笑顔がもどって

きました。神が一人一人の命を尊いものとして造り愛されることを信じ

たのです。彼らは、翌年生まれた下の子どもに英語の SMILE（スマイル）

をローマ字読みして「すみれ」と名付けました。家族にスマイルが戻っ

て来た証しとして。彼らは、すべての命を愛し育くむ神がおられること

を信じて、笑顔を取り戻して力強く生きるようになりました。もちろん

苦労もありますが、お母さんはバプテスマ（洗礼）を受け、今も家族で

礼拝に通い続けておられます。救い主イエスさまが、この家にもお生ま

れになりました。  

 

英語のアンダースタンド「理解する」が、アンダーとスタンド「下に

立つ」を意味するなら、神は、私たちを理解するために、この世にくだ

りすべての心の飼い葉桶に生まれ、理解し続けてくださいます。十字架

にまでくだられた方が共におられるのです。  

 

今年もクリスマスを祝います。この私の心の飼い葉桶に来てくださっ

たイエスさまを心に受け入れ喜びの時としたいと思います。私たちは決

して孤独ではないことを信じ、この方と共に歩んでいきます。  

また、世界のあらゆる人々の心の飼い葉桶にも思いを寄せます。イエ

スさまはその飼い葉桶にもお生まれになる、そう信じて祈りつつ祝う時

としたいと思います。クリスマスおめでとうございます。  

 


